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江
戸
時
代
後
期
の
津
山
藩
お
抱
え
の
医
師
で
あ
っ
た
宇
田
川
玄

随
、
玄
真
、
椿
蓄
三
代
、
そ
し
て
箕
作
侃
甫
は
、
洋
学
者
と
し
て
顕

著
な
業
績
を
残
し
た
。
津
山
・
美
作
ゆ
か
り
の
洋
学
者
を
顕
彰
し
、

洋
学
資
料
の
収
集
・
保
存
・
展
示
を
目
的
と
し
て
、
津
山
市
川
崎
町

八
二
三
番
地
に
昭
和
五
三
年
二
九
七
八
）
三
月
に
津
山
洋
学
資
料

館
が
開
館
し
た
。
津
山
駅
よ
り
タ
ク
シ
ー
で
五
分
、
電
話
は
○
八
六

六
’
二
三
’
三
三
二
四
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
は
○
八
六
六
’
二
三
’
九
八

六
四
、
開
館
時
間
は
午
前
九
時
一
午
後
五
時
で
、
月
曜
日
。
祝
日
の

翌
日
、
年
末
年
始
が
休
館
日
で
あ
る
。
常
勤
は
下
山
純
正
館
長
と
学

芸
員
一
名
で
、
そ
れ
に
嘱
託
職
員
の
女
性
が
加
わ
る
。
資
料
館
も
展

示
室
二
室
、
図
耆
閲
覧
室
、
収
蔵
庫
二
室
の
ミ
ニ
博
物
館
で
あ
る
。

博
物
館
の
入
っ
て
い
る
建
物
は
特
異
な
歴
史
的
な
建
物
で
あ
る
。
大

正
九
年
建
立
の
旧
妹
尾
銀
行
、
後
の
中
国
銀
行
津
山
東
支
店
で
、
神

社
仏
閣
風
の
外
観
の
和
洋
折
衷
の
建
物
で
あ
る
。

常
設
展
示
品
は
美
作
洋
学
者
の
系
統
図
、
箕
作
家
系
譜
、
宇
田
川

玄
随
と
『
西
説
内
科
撰
要
』
、
宇
田
川
玄
真
と
「
医
範
提
綱
」
「
内
象

銅
板
図
』
、
宇
田
川
椿
蓄
と
『
舎
密
開
宗
」
「
植
学
啓
原
』
、
山
脇
東
洋

と
「
臓
志
」
『
解
体
新
書
」
、
小
林
令
助
あ
て
書
簡
、
箕
作
院
甫
と

「
泰
西
名
医
彙
講
」
『
和
蘭
文
典
」
、
津
田
真
道
と
「
泰
西
国
法
論
」
、

津
山
洋
学
資
料
館

－

文
庫
め
ぐ
り

(21)

仁
木
永
祐
関
係
資
料
な
ど
が
あ
る
。
年
に
一
回
、
企
画
展
と
蘭
学
研

究
者
に
よ
る
講
演
会
を
行
っ
て
い
る
。

現
在
の
蔵
書
は
三
五
○
○
点
、
史
料
は
館
蔵
品
と
寄
託
品
か
ら
な

り
、
『
津
山
洋
学
資
料
館
資
料
目
録
（
改
訂
版
）
」
（
一
九
九
○
年
刊
、

七
○
○
円
）
に
列
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
宇
田
川
家
勤
書
」
『
箕

作
家
勤
書
』
『
久
原
躬
弦
書
簡
集
』
『
目
で
見
る
津
山
の
洋
学
』
『
洋
学

者
書
簡
集
』
「
津
山
洋
学
』
『
津
山
洋
学
資
料
」
『
黒
船
の
渡
来
と
津
山

の
洋
学
者
」
「
墓
誌
・
顕
彰
碑
文
」
『
学
問
の
家
宇
田
川
家
の
人
た

ち
』
「
一
滴
」
（
洋
学
研
究
雑
誌
、
年
刊
、
一
～
九
号
既
刊
）
、
「
講
演

会
記
録
」
（
一
と
三
号
の
み
在
庫
）
を
販
売
し
て
い
る
他
、
『
友
の
会

だ
よ
り
』
を
年
二
回
発
行
し
て
い
る
。

『
津
山
洋
学
資
料
館
資
料
目
録
（
改
訂
版
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
各
種
古
医
書
、
蘭
学
害
、
宇
田
川
家
関
係
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
（
原
本
、
杏
雨
書
屋
蔵
）
蘭
学
者
書
簡
を
蔵
し
て
い
る
。
寄
託

は
地
元
蘭
学
者
・
医
師
の
子
孫
の
主
要
一
四
家
の
も
の
が
中
心
で
あ

る
。
館
蔵
資
料
、
寄
託
資
料
と
も
閲
覧
は
可
能
で
あ
る
。
閲
覧
し
た

い
資
料
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
少
な
い
の
で
、
で
き
れ
ば
前
も
っ
て
館
に

連
絡
し
た
上
で
訪
問
し
た
い
。
好
意
的
に
取
扱
っ
て
い
た
だ
け
る
で

あ
ろ
う
。

（
石
田
純
郎
）


